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研究成果の概要（和文）：本研究は、19世紀末期・20世紀初頭に古典名作『方丈記』の海外受容の一部を明確に
し、この作品がいかにして海外で読まれていたのか、そして海外の読者の捉え方は日本における『方丈記』の捉
え方といかなる理由でどのように異なっていたのかを明らかにしたものである。また、『方丈記』の海外流通に
おいて、夏目漱石や南方熊楠といった近代日本を代表する知識人らがどのように関わったのか、国内外の資料を
追跡しながら、その詳細を明らかにした。本研究期間に実施した研究で得られた成果の一部は、単著『世界文学
としての方丈記』（法蔵館、2021年刊）として刊行されたと同時に、国内外の学会や学術誌にも発表されてい
る。

研究成果の概要（英文）：This project studied a part of the overseas reception history of the 
Japanese medieval classic "Hojoki" (1212) with a particular focus on the late 19th and early 20th 
centuries and investigated how the understanding of overseas readers differed radically from the 
Japanese traditional readership. It also investigated the way leading modern Japanese intellectuals 
like Natsume Soseki and  Minakata Kumagusu were not only involved but shaped the trajectory of the 
work's foreign transmission and reception patterns. Part of the research findings of this study has 
been published as a Japanese monograph titled "Sekai Bungaku Toshite no Hojoki (Repositioning Hojoki
 as a World Literature" (Kyoto: Hozokan, 2021), and other findings were presented at academic forums
 and published in national/international academic journals.

研究分野：日本文学、比較文学、日本研究

キーワード： 方丈記　古典文学の国際受容　鴨長明　世界文学　翻訳論　夏目漱石　南方熊楠

  ３版
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究では、日本では従来から愛読された古典名作『方丈記』は、早くから海外でも読まれていたことを明確に
しつつ、日本の古典文学の国際的な流通の在り方についても考察を行った。海外における『方丈記』の受容は、
日本のそれと異なる場合もあり、そうした新しい解釈の背景に言語・文化・権力関係などの要因があったことを
確認できた。こうした研究成果は、日本の古典文学のみならず、日本の近現代文学や国際日本研究の分野におけ
る議論の展開にも役に立つと言える。なお、文学作品の国際的な流通は、グローバル化された時代における文化
の流通とその捉え方を理解する上でも重要である。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 

申請者は、日本古典文学の国際的な展開を広い研究課題とし、この試みの第一歩として博士論文

では古典名作『方丈記』の 19 世紀末期から 20世紀初頭までに英語圏でいかに受容されたのかに

ついて研究を行った。博士論文では、この作品の海外伝播において夏目漱石や南方熊楠など近代

日本を代表する知識人が果たした役割に焦点を当て、彼らが『方丈記』の海外受容とどのように

関わり、この作品の解釈の形成にどのように影響を及ぼしたのかを明らかにした。このような研

究に着目した背景に次のような背景がある。 

日本の古典文学の国内における受容について数多くの研究はあるが、その海外展開に関して

は、国内外を含めいくつかの名作を除けばあまり研究は存在しないのが事実である。近年、『源

氏物語』『枕草子』などいわゆる古典名作を中心に、その国内外の受容の諸相を明らかにしよう

とした研究が増えてきたが、こうした名作以外についての研究は明らかに少ない。『方丈記』に

ついて言えば、日本では 100 年以上にわたってたくさんの研究がなされてきたものの、そのほと

んどはこの作品を「国文学」という枠組みに捉えており、明治中期という早い時期に海外で読ま

れた日本の「世界文学」作品として注目されてこなかった。 

上記のような状況を受け、本研究では、博士論文では調査することができなかった地域・言語

をも対象に、『方丈記』の海外展開について研究することを目指した。英語やフランス語など海

外の文献に散見する『方丈記』への言及やその翻訳を考察し、主に欧米におけるこの作品の流通

の在り方を明らかにすることを目標とした。このような研究を通じて、これまでに「国文学」の

狭い枠組みの中でしか論じられてこなかった『方丈記』を「世界文学」として位置づけなおそう

としたのである。 

 

２．研究の目的 

上記背景を踏まえ、本研究期間中に具体的に以下 4項目を軸に研究目的を設定した。なお、研究

対象期間は『方丈記』が西洋の文献に初めて現れた 1870 年代から日本の文学作品は海外の読者

から注目され始めた 1930 年代までとした。 

① 夏目漱石、J.M.ディクソン、G.W.アストン、南方熊楠・ディキンズによる『方丈記』訳の

他に、上記期間内に行われた西洋諸言語への『方丈記』の翻訳やこの作品への言及に関す

る情報を収集し、外国人のみならず、日本人による『方丈記』の外国語訳（全訳・部分訳

を含む）についても、網羅的に情報収集を行う。 

② 上記で収集した情報・資料の内容分析を行い、それぞれの訳者・著者がこの作品をどのよ

うに捉えたのかを明確にする。それと同時に、外国人による日本古典文学への関心の諸相

を解明にすると同時に、当時の日本知識人らが日本の古典文学を海外にいかにして投影し

ようとしたのかも明らかにする。 

③ 『方丈記』の国際的な流通と受容を事例に、従来の翻訳論・世界文学論を再考し、新たな

文学理論の構築を試み、そうすることで日本研究の展開も目指す。 

④ 最後に、本研究で得られた研究成果と、申請者がこれまでに行ってきた『方丈記』の国内

外の受容に関する研究成果を単著としてまとめて刊行する。なお、これらの研究成果を国

内外の学会および学術誌などで研究発表も目指す。 

 

３．研究の方法 

本研究は、上記「研究の目的」に提示した①～④の項目を軸として以下のような研究方法をもっ



て研究を展開した。 

（１）国内のみならず海外の研究資料も分析対象とし、日本古典文学の海外受容という広い視野

で『方丈記』の受容の研究を行う。 

（２）文学の分野に関係する資料のみならず、学術誌、文芸誌・新聞データベース、宗教、民俗

学など文学以外の分野の資料も参照し、分野横断的な手法で分析を行う。こうした研究手法は、

学問分野が未だ細分化されていない 19 世紀末・20世紀初頭の資料分析に有益であるからと思わ

れるからである。 

（３）分析方法に関しては、従来の読者・作者論に加えて、とりわけ翻訳論、世界文学論など比

較文学の方法論を採用し、時代背景も考慮することで、テキスト分析だけでは見えない様相を浮

き彫りにさせる。 

（４）日本の古典文学の海外流通の経験から、翻訳論および世界文学論を再考し、文学理論の展

開に貢献する。 

（5）上記の分析を通して、日本古典文学の国際的な展開の始まりの一側面を明確にし、それが

後の日本文学の海外受容などに与えた影響について、研究成果の発表と刊行を行う。 

 

４．研究成果 

本研究期間（令和元年度～令和 3年度）における研究成果は、以下の通りである。 

（１）土屋信民（1873‐1933）による『方丈記』の部分的なフランス語訳（1898）、市川代治

（1872‐?）のドイツ語訳（1902）、ルヴォン（Michel Revon, 1867-1947）のフランス語訳（1910）、

A.L. Sadler の英訳（1928 年）を分析し、それぞれの『方丈記』理解について考察を行った。（研

究目的①） 

考察の結果、これらの翻訳は、夏目漱石とディクソンの『方丈記』理解を継承したアメリカと

イギリスの解釈を異なっていたことが確認できた。とりわけ、夏目漱石とディクソンは『方丈記』

を西洋のロマン主義的な自然文学作品として解釈しているのに対し、これらの翻訳では、仏教的

な文学や閑居文学という『方丈記』の従来の捉え方と近い形で捉えたいたことを明確にした。（研

究目的②） 

（２）ルヴォンやサドラーは何れも、夏目漱石に英訳を依頼したディクソンと同じように、オ

リエンタリズム的な影響を受けて、日本の古典文学の研究を通して、純粋な日本人像を解き明か

そうとしたのに対し、土屋信民や市川代治のように、明治期の日本の知識人は、古典文学の外国

語訳を通して、西洋に対して日本の文化的な優位性を投企しようとした。（研究目的②） 

（３）本研究では、本来の計画していなかったイギリスのモダニスト文学者バジル・バンティ

ングによる『方丈記』のアダプテーション作品についても考察を行い、日本では従来から『方丈

記』の自然災害に注目されたのに対し、バンティングはこの作品の人災に着目したことを明確に

した。彼の理解の背景に、20 世紀初頭の西洋の社会・経済的な状況およびエズラ・パウンドな

どモダニスト文学者の影響があったことを実証できた。（研究目的②） 

（４）本研究で得た成果は、研究期間中に複数回にわたって、日本比較文学会、日本説話文学

会、アジア学会（AAS）、ヨーロッパ日本研究協会（EAJS）、インド日本研究学会など国内外の学

会で積極的に発表を行った。（研究目的④） 

（５）本研究成果の一部は、計画通りに『世界文学としての方丈記』（法蔵館、2021 年刊）と

いう単著として刊行した。また、本研究期間中に『方丈記』受容の諸相について論じた、日本語

及び英語で複数の研究論文も発表した。（研究目的④） 

（６）理論に関しては、様々な分野で大活躍している国内外の研究者とともに、編集者・寄稿



者の一人として『ポストコロニアル研究の遺産: 翻訳不可能なものを翻訳する』（磯前順一, タ

ラル・アサド, プラダン・ゴウランガ・チャラン, 酒井直樹編、人文書院、2022 年刊）という

学術書の刊行に深く関わり、『方丈記』の国際的な展開の事例から、翻訳論について考察を行っ

た。（研究目的③） 
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